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悠々と流れる北上川を背にたたずむ歌碑(展勝地レ
ストハウス脇)。作詞・作曲者自筆の詞・楽譜が刻
まれています。ボタンを押すとメロディーが流れ
る仕掛けも。昭和49年北上市、北上観光協会建立

◎北上夜曲碑

北上夜曲
甘く切ない青春の歌、｢北上夜曲｣

軍歌行進曲全盛の中で、２人の青年が作った叙情的作品は

国民的愛唱歌と言われるほど大流行しました

心の琴線に触れる歌詞とメロディーは、今もなお、人々の心をつかんで離しません

多くのファンに支えられてきた北上夜曲歌唱コンクール全国大会と

人々の思いを取材しました

北
上
夜
曲
全
国
大
会
の
軌
跡

第
１
回　

昭
和
62
年
10
月
10
日(

予
選)

北
上
ワ
シ
ン

　
　
　
　

ト
ン
ホ
テ
ル
・(

決
勝)

北
上
市
民
会
館

 　
　
　

 

【
ゲ
ス
ト
】
和
田
弘
と
マ
ヒ
ナ
ス
タ
ー
ズ

第
２
回　

昭
和
63
年
10
月
９
日(

予
選)

北
上
ワ
シ
ン

　
　
　
　

ト
ン
ホ
テ
ル
・
10
月
10
日(

決
勝)

北
上
市

　
　
　
　

民
会
館

 　
　
　

 

【
ゲ
ス
ト
】
鶴
岡
雅
義
と
東
京
ロ
マ
ン
チ

　
　
　
　

カ

　
　
　
　

※
ソ
ロ
、
コ
ー
ラ
ス
に
加
え
、
デ
ュ
エ
ッ

　
　
　
　

ト
部
門
を
新
設(

第
９
回
ま
で)　

第
３
回　

平
成
元
年
10
月
９
日(

予
選)

北
上
ワ
シ
ン

　
　
　
　

ト
ン
ホ
テ
ル
・
10
月
10
日(

決
勝)

北
上
市

　
　
　
　

民
会
館

　
　
　

  

【
ゲ
ス
ト
】
芹　

洋
子

第
４
回　

平
成
２
年
10
月
６
日(

予
選)

北
上
ワ
シ
ン

　
　
　
　

ト
ン
ホ
テ
ル
・
10
月
７
日(

決
勝)

北
上
市

　
　
　
　

民
会
館

　
　
　

  

【
ゲ
ス
ト
】
ダ
ー
ク
・
ダ
ッ
ク
ス

第
５
回　

平
成
３
年
10
月
５
日(

予
選)　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

 　

10
月
６
日(

決
勝)

　
　
　
　

／
北
上
市
民
会
館

　
　
　

 

【
ゲ
ス
ト
】
和
田
弘
と
マ
ヒ
ナ
ス
タ
ー
ズ

第
６
回　

平
成
４
年
10
月
３
日(

予
選)　
　
　
　
　

　
　
　

                 　

 

10
月
４
日(

決
勝)

　
　
　
　

／
北
上
市
民
会
館

　
　
　

  

【
ゲ
ス
ト
】
平
尾
昌
晃

第
７
回　

平
成
５
年
10
月
２
日(

予
選)　
　
　
　
　

　
　
　

                 　

 

10
月
３
日(

決
勝)

　
　
　
　

／
北
上
市
民
会
館

　
　
　

 

【
ゲ
ス
ト
】
ジ
ャ
ッ
キ
ー
吉
川
＆
ニ
ュ
ー･

　
　
　
　

ブ
ル
ー
コ
メ
ッ
ツ

第
８
回　

平
成
６
年
10
月
１
日(

予
選)　
　
　
　
　

　
　
　

                  　

10
月
２
日(

決
勝)

　
　
　
　

／
北
上
市
民
会
館

　
　
　

  

【
ゲ
ス
ト
】
チ
ェ
リ
ッ
シ
ュ

第
９
回　

平
成
７
年
10
月
７
日(

予
選)　
　
　
　
　

　
　
　

                  　

10
月
８
日(

決
勝)

　
　
　
　

／
北
上
市
民
会
館

　
　
　

  

【
ゲ
ス
ト
】
デ
ュ
ー
ク
エ
イ
セ
ス

第
10
回　

平
成
８
年
10
月
５
日(

予
選)　
　
　
　
　

　
　
　

                  　

10
月
６
日(

決
勝)

　
　
　
　

／
北
上
市
民
会
館

　
　
　

  

【
ゲ
ス
ト
】
サ
ー
カ
ス

第
11
回　

平
成
９
年
10
月
４
日(

予
選)　
　
　
　
　

　
　
　

                 　

 

10
月
５
日(

決
勝)

　
　
　
　

／
北
上
市
民
会
館

時を超え歌い継がれる
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昭
和
30
年
代
の
歌
声
喫
茶
ブ
ー
ム
と
共

に
大
ヒ
ッ
ト
し
、
い
く
つ
も
の
レ
コ
ー
ド

や
映
画
が
作
ら
れ
た｢

北
上
夜
曲｣
。
北
上

川
河
畔
の
淡
い
初
恋
を
歌
っ
た
こ
の
曲
は

昭
和
16
年
に
作
ら
れ
、
36
年
に
脚
光
を
浴

び
る
ま
で
、
詠
み
人
知
ら
ず
の
ま
ま
歌
わ

れ
広
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
作
詞
者
は
菊

地
規

の
り
み

さ
ん(

当
時
18
歳)

、
作
曲
者
は
安
藤

睦む

つ

お夫
さ
ん(

当
時
17
歳)

。
菊
地
さ
ん
は
水

沢
農
学
校
、
安
藤
さ
ん
は
旧
制
八
戸
中
学
校

の
生
徒
。
菊
地
さ
ん
の
通
う
水
沢
農
学
校
で
、

安
藤
さ
ん
の
叔
父
が
配
属
将
校
だ
っ
た
こ
と

か
ら
２
人
は
偶
然
知
り
合
い
、
意
気
投
合
。

北
上
夜
曲
が
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
２

人
は
音
楽
と
は
異
な
る
道
へ
進
み
ま
し
た
が
、

作
品
は
一
人
歩
き
し
、
人
か
ら
人
へ
と
歌
い

伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
20
年
後
、
全
国

に
広
が
る
と
と
も
に
２
人
も
注
目
を
浴
び
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

北上夜曲

北
上
夜
曲
と
北
上
市

全
国
大
会
に
幕

　
北
上
市
は
、
残
念
な
が
ら
歌
の
発
祥
地
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
、
私
た
ち
市
民

に
と
っ
て
身
近
な
曲
と
な
っ
て
い
ま
す
。
曲

に
歌
わ
れ
た
風
景
が
展
勝
地
の
北
上
川
河
畔

を
連
想
さ
せ
る
こ
と
か
ら
、
安
藤
さ
ん
と
菊

地
さ
ん
の
自
筆
歌
碑
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
碑
は
全
国
で
も
珍
し
い
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
歌
碑
が
き
っ
か
け
で
、

北
上
夜
曲
の
全
国
大
会
が
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
そ
の
こ
ろ
、
企
業
誘
致
が
進
む
北

上
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を
と
、
北
上
川
を
中
心
に
観

光
の
目
玉
を
模
索
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で

歌
碑
に
着
目
。
歌
唱
大
会
を
開
く
こ
と
に
し

た
の
で
す
。

　
昭
和
62
年
10
月
10
日
、
当
時
の
市
民
会
館

を
決
勝
大
会
の
会
場
に
、
い
よ
い
よ
第
１
回

北
上
夜
曲
歌
唱
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
は
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
北
上
夜
曲
だ
け
を
延
々
と

歌
う
歌
唱
大
会
。
そ
れ
で
も
東
京
、
神
奈
川

な
ど
か
ら
も
参
加
者
が
あ
り
、
61
人
３
団
体

が
歌
声
を
競
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性

に
あ
ふ
れ
た
歌
は
、
同
じ
作
品
で
も
ま
っ
た

く
異
な
る
歌
に
聞
こ
え
、
観
客
も
聞
き
入
っ

た
と
い
い
ま
す
。

　
第
10
回(

平
成
８
年)

で
は
、
ソ
ロ
へ
の
エ

ン
ト
リ
ー
が
１
０
７
人
、
17
・
18
回
で
も

ソ
ロ
だ
け
で
１
０
０
人
近
く
の
参
加
が
あ
り
、

大
会
は
市
の
メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
へ
と
成
長
。

｢

北
上
夜
曲｣

が
代
表
作
の
マ
ヒ
ナ
ス
タ
ー
ズ

な
ど
多
彩
な
ゲ
ス
ト
を
毎
回
招
き
、
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
　
　

  

【
ゲ
ス
ト
】
ペ
ギ
ー
葉
山

第
12
回　

平
成
10
年
10
月
３
日(

予
選)　
　
　
　
　

　
　
　

                 　

 

10
月
４
日(

決
勝)

　
　
　
　

／
北
上
市
民
会
館

　
　
　

  

【
ゲ
ス
ト
】
ビ
リ
ー
バ
ン
バ
ン

第
13
回　

平
成
11
年
10
月
２
日(

予
選)　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

 　

10
月
３
日(

決
勝)

　
　
　
　

／
北
上
市
民
会
館

　
　
　

  

【
ゲ
ス
ト
】
河
島
英
五

第
14
回　

平
成
12
年
９
月
30
日(

予
選)　
　
　
　
　

　
　
　
　

               

10
月
１
日(

決
勝)

　
　
　
　

／
北
上
市
民
会
館

　
　
　

  

【
ゲ
ス
ト
】
麻
倉
未
稀

第
15
回　

平
成
13
年
10
月
６
日(

予
選)　
　
　
　
　

　
　
　

                 　

 

10
月
７
日(

決
勝)

　
　
　
　

／
北
上
市
民
会
館

　
　
　

  

【
ゲ
ス
ト
】
米
良
美
一

　
　
　
　

※
東
京
大
会
会
を
初
開
催(

10
月
20
日
・

　
　
　
　

中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ)

。
最
優
秀
賞
受
賞
者

　
　
　
　

は
第
16
回
の
決
勝
大
会
へ
出
場

第
16
回　

平
成
14
年
10
月
５
日(

予
選)　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

 

10
月
６
日(

決
勝)

　
　
　
　

／
北
上
市
民
会
館

　
　
　

  

【
ゲ
ス
ト
】
中
島
啓
江

第
17
回　

平
成
15
年
12
月
13
日(

予
選)　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

     

12
月
14
日(

決
勝)

　
　
　
　

／
さ
く
ら
ホ
ー
ル

　
　
　

  

【
ゲ
ス
ト
】
マ
ヒ
ナ
ス
タ
ー
ズ
＆
多
摩
幸
子

第
18
回　

平
成
16
年
９
月
26
日(

予
選
・
決
勝)

　
　
　
　

／
さ
く
ら
ホ
ー
ル

　
　
　

  

【
ゲ
ス
ト
】
庄
野
真
代

第
19
回　

平
成
17
年
10
月
２
日(

予
選
・
決
勝)　
　

　
　
　
　

／
さ
く
ら
ホ
ー
ル

　
　
　

  

【
ゲ
ス
ト
】
三
原
綱
木

第
20
回　

平
成
18
年
９
月
30
日(

予
選
・
決
勝)　
　

　
　
　
　

／
さ
く
ら
ホ
ー
ル

　
　
　

  

【
ゲ
ス
ト
】
き
た
が
わ
て
つ
・
清
心

第
21
回　

ー
安
藤
睦
夫
先
生
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菊
地
規
先
生
を
偲
ぶ
ー

　
　
　
　

平
成
19
年
９
月
29
日(

予
選
・
決
勝)　
　

　
　
　
　

／
さ
く
ら
ホ
ー
ル

　
　
　

  

【
ゲ
ス
ト
】
マ
ヒ
ナ
ス
タ
ー
ズ
＆
多
摩
幸
子

第
22
回　

平
成
21
年
10
月
３
日(

予
選
・
決
勝)　
　

　
　
　
　

／
さ
く
ら
ホ
ー
ル

　
　
　

  

【
ゲ
ス
ト
】
歌
声
・
新
宿
と
も
し
び

　
　
　
　

※
東
京
予
選
会
を
開
催(

７
月
５
日
・
歌

　
　
　
　

声
喫
茶｢

と
も
し
び
新
宿
店｣)

作
者
不
明
で
流
行
し
た
謎
の
名
曲

　
大
会
の
開
催
に
は
、
北
上
夜
曲
を
後
世
に

も
歌
い
継
い
で
い
こ
う
と
い
う
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
の
ブ
ー
ム
が
去
り
、

コ
ン
ク
ー
ル
と
い
う
形
で
復
活
し
た
こ
と
に
、

安
藤
さ
ん
は
と
て
も
感
慨
深
い
思
い
を
さ
れ

た
そ
う
で
す
。
そ
の
大
会
も
、
今
年
23
回
目

を
数
え
て
最
終
回
。
歌
い
継
ぐ
と
い
う
目
的

は
、
コ
ン
ク
ー
ル
に
よ
っ
て
一
定
の
成
果
を

挙
げ
、
一
度
幕
を
下
ろ
し
ま
す
。

作曲者　安藤睦夫
農業の傍ら音楽に親しむ。50
代で作曲家生活へ。平成19年
１月逝去。旧種市町生まれ

作詞者　菊地    規
教師となり北上夜曲を教え
子たちに広めた。平成元年
１月逝去。旧江刺市生まれ

時を超え歌い継がれる
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北
上
夜
曲
は
、
人
か
ら
人
へ
と

広
が
っ
た
た
め
、
正
し
く
メ
ロ
デ

ィ
ー
が
伝
わ
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
。

安
藤
先
生
は
、
正
調
を
大
切
に
し

て
い
ま
し
た
。
審
査
で
は
、
基
本

に
忠
実
に
、
と
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク

さ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。
安
藤
先
生

の
奥
さ
ま
が
、
こ
の
大
会
を
通
じ

て
家
族
や
知
人
が
集
ま
っ
た
、
と

感
謝
し
て
い
た
こ
と
も
印
象
に
残

っ
て
い
ま
す
。

　
大
会
の
開
催
は
、
昔
を
掘
り
起

こ
す
い
い
機
会
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
今
回
は
１
９
６
１
年
作
の
映

画｢

北
上
夜
曲｣

を
ご
鑑
賞
い
た
だ

き
ま
す
。
さ
く
ら
ホ
ー
ル
は
ス
テ

ー
ジ
か
ら
観
客
が
よ
く
見
え
、
残

響
音
も
少
な
く
実
力
が
よ
く
分
か

り
ま
す
。
皆
さ
ん
緊
張
す
る
で
し

ょ
う
が
、
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

全国大会実行委員会委員長
赤 坂 忠 美 さん
第14回(平成12年)から実行委員として大
会に携わり、16回(14年)から実行委員長

  

ま
も
な
く
76
歳
を
迎
え
ま
す
が
、

当
時
の
こ
と
は
鮮
明
に
覚
え
て
い

ま
す
。
優
勝
す
る
と
は
全
く
思
っ

て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
申
し
込

み
も
友
人
が
し
た
の
で
す
。｢

こ

ん
な
大
会
が
あ
る
よ
う
だ
か
ら
出

て
み
た
ら｣

っ
て
。
そ
れ
で
気
軽

に
参
加
し
た
の
で
す
が
、
さ
す
が

楽
し
く
歌
っ
て
い
た
だ
き
た
い

北
上
夜
曲
は
ハ
ー
ト
で
歌
う

優
勝
は
一
番
幸
せ
な
思
い
出

　
夜
曲
と
の
出
会
い
は
、
京
都
の

大
学
に
通
う
二
十
歳
の
時
。
初
め

て
耳
に
し
た
と
き
、
な
ん
て
す
て

き
な
曲
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
念
願

の
コ
ン
ク
ー
ル
に
参
加
し
て
思
っ

た
こ
と
は
、
改
め
て
全
国
の
多
く

の
人
か
ら
愛
さ
れ
て
い
る
曲
な
の

だ
と
い
う
こ
と
。
人
の
心
の
奥
深

く
に
あ
る
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
部
分

が
揺
り
動
か
さ
れ
る
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
。
私
に
と
っ
て
も
特
別
な

思
い
が
あ
る
曲
で
す
。

　
コ
ン
ク
ー
ル
が
な
く
な
っ
て
も
、

歌
は
み
ん
な
の
心
の
中
で
愛
さ
れ

歌
い
継
が
れ
る
で
し
ょ
う
。
何
か

別
の
形
で
続
け
て
い
っ
て
ほ
し
い

で
す
。
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
中

で
大
変
な
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

北
上
川
と
共
に
一
緒
に
元
気
に
な

り
ま
し
ょ
う
！

に
全
国
大
会
と
だ
け
あ
っ
て
緊
張

し
ま
し
た
ね
。
安
藤
先
生
を
存
じ

上
げ
ず
に
い
ま
し
た
が
、
曲
は
若

い
と
き
か
ら
好
き
で
し
た
。
自
己

流
で
ソ
フ
ト
に
歌
っ
た
の
が
評
価

さ
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

第22回ソロの部最優秀
戎
え び す

 野
の

 由 美 子さん(埼玉県川口市)
歌声喫茶｢ともしび新宿店｣での東京予選
会を通過し、初出場で最優秀を受賞

北上夜曲の思い出、コ      ンクールへの思
いなど、皆さんからお　  伺いしました

　
＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊

　
歌
唱
大
会
を
企
画
し
た
、
当
時
の
商

業
観
光
課
係
長
・
高
橋
斎
氏(

現
北
上

観
光
協
会
事
務
局
長)

は
、｢

北
上
川
と

展
勝
地
公
園
を
会
場
に
歌
っ
た
ら
さ
ぞ

か
し
気
持
ち
い
い
だ
ろ
う｣

、
と
思
い

つ
い
た
そ
う
で
す
。
さ
く
ら
ま
つ
り
で

遊
覧
船
を
走
ら
せ
、
こ
い
の
ぼ
り
を
泳

が
せ
、
ま
つ
り
と
歌
唱
大
会
を
同
時
開

催
す
る
ー
。
さ
ら
に
、
予
選
会
は
全
国

で
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
開
催
し
、
各
ブ
ロ

ッ
ク
の
優
勝
者
が
北
上
で
の
決
勝
大
会

で
競
う
、
と
い
う
考
え
も
あ
り
ま
し
た
。

　
23
回
も
大
会
が
続
い
た
こ
と
に
、
高

橋
氏
は｢

こ
こ
ま
で
続
い
た
の
も
夜
曲

の
根
強
い
人
気
に
よ
る
も
の
。
歌
の

魅
力
だ
ろ
う｣

と
話
し
ま
す
。
同
時
に
、

今
の
世
代
に
合
う
形
に
変
え
て
引
き
継

い
で
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　｢

匂
い
や
さ
し
い
　
白
百
合
の
…｣

。

｢

北
上｣

と
い
う
ま
ち
の
、
市
の
花
は

｢

し
ら
ゆ
り｣

。
こ
の
共
通
点
も
、
北
上

市
で
の
コ
ン
ク
ー
ル
開
催
を
成
功
さ
せ

て
き
た
要
因
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
全
国
大
会
が
終
わ
り
を
迎
え
、
北
上

の
観
光
を
支
え
て
き
た
大
き
な
イ
ベ
ン

ト
の
一
つ
が
な
く
な
り
ま
す
。
北
上
の

ま
ち
お
こ
し
と
、
今
後
も
北
上
夜
曲
を

歌
い
継
い
で
い
く
た
め
に
は
、
若
い
世

代
で
も
親
し
め
る
新
し
い
楽
し
み
方
を

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。

｢

北
上
夜
曲｣

が
北
上
市
民
の
思
い
出
の

歌
と
な
る
た
め
に
も
。
　
　
　
　(

終)
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第23回
北上夜曲歌唱コンクール
全国大会(ファイナル)

10月１日(土)
さくらホール・中ホール
予選会　　午前10時～
決勝大会　午後２時30分～
　入場料　予選会　　無料
　　　　　決勝大会　前売り1,000円
　　　　　　　　　　当　日1,500円
　　　　　　　　　     小中学生   無料

それぞれの思いが込められた北上夜曲をご鑑賞く
ださい。61年作の映画｢北上夜曲｣の上映会も行い
ます。　　　   問い合わせ　商業観光課 内線 3354

　
こ
の
ほ
か
、
す
ず
に
ま
つ
わ
る

伝
説
・
伝
承
は
30
カ
所
に
残
さ
れ

て
お
り
、
市
立
博
物
館
で
は
12

の
伝
説
・
伝
承
を｢

き
た
か
み
　

す
ず
め
ぐ
り｣
と
し
て
取
り
ま
と

め
て
い
ま
す
。

私
た
ち
と
一
緒
に
歌
い
ま
せ
ん
か

　
ソ
ロ
の
部
の
伴
奏
を
毎
年
引
き

受
け
て
き
た
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド｢
高

橋
喜
一
郎
と
タ
ッ
ク
ズ
フ
ォ
ー｣

｢

北
上
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ｣

の
皆
さ
ん
。
出
場
者
に
よ
っ
て
違

う
キ
ー
や
テ
ン
ポ
を
弾
き
こ
な
し
、

淡
々
と
伴
奏
に
徹
し
て
き
ま
し
た
。

｢

ま
だ
ま
だ
や
り
た
か
っ
た｣

と
の

声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
優
勝
し
て
か
ら
は
安
藤
先
生
の

元
へ
20
数
年
通
い
、
指
導
を
受
け

ま
し
た
。
現
在
は
地
元
の
高
齢
大

学
で
講
師
を
務
め
、
授
業
で
毎
年

必
ず
北
上
夜
曲
を
歌
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
曲
は
、
ハ
ー
ト
で
歌
わ
な

い
と
涙
が
出
る
よ
う
な
曲
に
な
り

ま
せ
ん
ね
。
皆
さ
ん
に
ず
っ
と
歌

い
続
け
て
ほ
し
い
で
す
。

出
場
者
の
思
い
を
尊
重
し
演
奏

　
さ
く
ら
ホ
ー
ル
が
で
き
た
年
の

イ
ベ
ン
ト
に
、
合
唱
団
と
し
て
出

演
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
コ

ン
ク
ー
ル
に
も
参
加
。
以
後
、
さ

ま
ざ
ま
な
メ
ン
バ
ー
で
合
唱
団
を

結
成
し
、
参
加
し
続
け
て
き
ま
し

た
。
こ
の
ま
ま
コ
ー
ラ
ス
を
続
け

た
い
と
、
『｢

さ
く
ら｣

の

女
声
合

第１回ソロの部最優秀
稲本吉則さん(青森県八戸市)
第１回(昭和62年)優勝当時51歳。大会を
きっかけに、安藤氏との親交を深める

唱
団
』
を
立
ち
上
げ
活
動
中
。

　
今
回
の
大
会
で
は
、
合
唱
団
メ

ン
バ
ー
の
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
一
緒

に
歌
っ
て
き
た
仲
間
に
も
声
を
掛

け
、｢

最
後
に
皆
で
一
緒
に
歌
お

う
会｣

を
結
成
。
花
巻
市
や
遠
野

市
か
ら
参
加
し
て
く
れ
る
人
も
い

ま
す
。
し
ば
ら
く
コ
ー
ラ
ス
か
ら

離
れ
て
い
た
人
も
、
練
習
す
る
う

ち
に
当
時
を
思
い
出
し
、
懐
か
し

い
気
持
ち
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
本
番
に
向
け
、
楽
し
く
笑
い

な
が
ら
練
習
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
す
の
で
、

思
い
っ
き
り
、
感
謝
を
込
め
て
歌

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

コーラスの部に出場
最後に皆で一緒に歌お
う会(代表　高松幸子)

メンバーはコーラスが大好きな地
元の皆さん。総勢50人で出場

北上ジャズオールスターズ

北上夜曲の思い出、コ      ンクールへの思
いなど、皆さんからお　  伺いしました


